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旧満州国は、北緯 38度43分から 53度30分の聞に位置し、面積は約 130万 km2で、ある。日本と
比較すると、南は宮城県石巻、北は北海道を超えて樺太北端にあたる。現在の日本の面積の約 3.45
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倍となっている(図 1)。
ここを河川流域からみると、 j勃海流域に流出する遼河(流域面積は約 23.5万km) と黒竜江(ア









その 70%が雨期である 6~9 月の 4ヶ月間に集中 し、中でも 7 ・ 8 月に 70%が降る 。


































林 (108km)、安東一寛旬一桓仁一通化、理春一土門子一東寧 綬芽河、前河一搬江-黒河 斉々
恰爾であった(図2)。
国道は l級、 2級、 3級に等級分けされ、その基準は以下のようであった(図3、表1)。いずれ
も自動車・馬車道は分離を考えていた。
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-一等国道 国都より各省公署所在地(奉天、吉林、チチハル、熱河)及び重要都市に至るもの、
総延長約 12，500凶
-二等国道 重要都市相互を結ぶもの、総延長約 12，500km 











項 目 l 等国道 2 等国道 3 等国道
道路形態 馬車・自動車道分離 馬車・自動車道分離 馬車・自動車道分離
道路幅員 7m+在来馬車道幅員 6m+在来馬車道幅員 特に限定せず
犬 走 2.5 m 1.5 m 在来の道路を利用
用地幅員 26 m 18ロ1 在来の道路を利用
道路勾配 最大勾配 3.3% 最大勾配 4.0% (記載無)
横断勾配 無舗装:7% 砂利舗装:5% 
排水溝幅 底:0.7 m 上・ 2.47~3.25 底:0.5 m 上:2.14~2.9 m (記載無)
排水溝深さ 0.59~0.85 m 0.55~0.8 m * (記載無)
資料:i道路構造規準J(満鉄経済調査会 『満洲国道路建設及道路法制定方策J1935年、 112-125頁に所収)。
注*印の数値は「道路構造規準」の条文に記載された数値だが、「道路構造規準」付図では最低値が0.50mとされている。

































翌 1933年 3月 1日に発表された 「網要」では、鉄道政策の基本は次のように明記された。
( 1) 鉄道建設は経済開発を主眼と し、併せて国防の安固及び治安の維持を期する方針とする。
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表2 北満における定期航路
松花江航路 ハルピン一三姓一佳木斯一富錦一同江 739km 
黒竜江航路 撫遠一同江一黒河一漠河 1，768km 
額爾克納航路 漠河一吉位林 499km 
烏蘇里航路 撫遠一虎頭一竜王廟(輿凱湖) 655km 
撤江航路 ハlレピンー大費一江橋 635km 













































































































同 未竣 竣未 同同未竣 同 未竣







































































I . I技正 I 2 


















i......... . ..... .!.. .... I ......... ..........<+.. ...:............... .~......I 
雇
計
21 技 士 2 
144人 I(技正:2人、技佐:28人、技士:114人)
(出典 西浮泰彦「満州国の建設事業」前出)








4ヰ 襲撃件数 実被害件数満鉄関係 請負人関係 その他 計 満鉄関係 請負人関係 その他 計
1931 2 3 5 2 3 5 
1932 12 20 38 70 9 18 24 51 
1933 72 95 61 229 36 74 30 140 
1934 110 168 164 442 52 141 122 315 
1935 43 123 157 323 24 111 109 244 
1936 29 62 63 154 21 60 42 123 
1937 16 18 87 121 3 18 62 83 
1938 13 23 89 125 5 22 60 87 
1939 6 6 4 4 
計 298 512 665 1，475 152 447 453 1，052 
(出典:r満州国史各論』前出)

































37~39 年度の 3ヶ年における国道竣工延長は約 6，500km で、あった。
また反満抗日ゲリラに対する警備討伐道路の建造も進められた。 1941 、 42 年頃から年に 80~
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表6 満州産業開発5年計画鉱工業部門 計画並実績
1936年末 1941年末生産目標 実 績
生産能力 当初計画 修正計画 設備 生産 l












特 殊 鋼 100 10 3 
石 灰 13，558 27，160 34，910 28，300 24，189 
石炭液化 800 800 1，770 10 
頁 石ル.， 1由 145 800 650 282 280 
酒 精 15.1 56.7 56.7 15 12 
アルミニウム 20 30 10 8 
マグネシウム 0.5 3 
主昔 2.2 12.4 29.0 12.4 3.8 
銅 3 0.1 0.5 
塩 340 973.6 1，402 1，050 
曹 達 灰 12 72 72 64 61 
化 学肥料 203 454 250 190 
パ(木材) 70 120 300 70 50 
ル(芦) 70 20 15 
プ(豆稗) 30 10 3 
電(火力) 458.6 815 1，330.6 1，014 
力(水力) 590 1，240 100 100 





当 初 補正後 当 初 補正後
鉱工業部門 1，391 1，600 3，880 3，996 
交通通信部門 771 820 644 798 
農畜産部門 143 147 135 149 
移民部門 274 331 303 325 
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設 計 速 度 160km圧f 140kmIH 120km圧f
平面曲率半径 1，800-5，800m I，OOO-2，200m 600-1，300m 
，ま.. 全 視 距 300m以上 175m以上 150m以上
縦 断 勾 西日 3%以下 5%以下 6%以下
縦断曲線半径(凸) 18，OOOm以上 9，OOOm以上 5，OOOm以上
































改修計画の策定は、国務院国道局 (1933年3月3日から 36年 12月31日まで)、それが組織替
となった民政局土木局 (37年1月1日から同年6月30日)、交通部 (37年7月1日から 44年2月
末日まで)で行われた。そして 1937年 10月には交通部に河川審議会を設置され、全満州河川事業





















査藍島港は、 j勃海湾北岸錦州湾の南隅にある準不凍港である。 1908年に中国がイ ギリス人技師








満鉄は、 1935年に小埠頭 l基、防波堤の一部を築造したが、 36年から築港5ヶ年計画の下で本
格的な査藍島築港工事に着手した。それは阜新炭田の開発、錦州地区の重工業地帯の整備、熱河・
蒙口方面の発展に備えようとしたもので、また北支方面の門戸として重要な役割を担わせようとし






















松花江 17 2，680 
遼 河 4 98 
i祭 i可 8 777 
大洋河 20 
白 河 45 
大凌河 25 
鴨緑江 9 2，095 
図柄江 4 146 
黒龍江 200 
累 計 46 6，086 
その{也 未調査地点 1，414 








































































































鉄道路線は 1939年に l万kmを達成していた。この 39年までの建造速度は年間平均 600kmで、
建国以来 7ヶ年で約 4，300km新設された。だが、これ以降、年間平均 360kmとなり、 45年8月ま
での約 5ヶ年半で約 2.000kmであった(表 10)。
表 10 1945年までに建設された満洲国固有鉄道
年 路線数 建設総延長 (km) 累計総延長 (km)
1933 4 423.8 423.8 
1934 4 644.0 1，067.8 
1935 8 1，109.8 2，177.6 
1936 5 591.6 2，769.2 
1937 8 1，067.1 3，836.3 
1938 2 128.7 3，965.0 
1939 5 379.9 4，344.9 
1940 9 834.8 5，179.7 
1941 2 56.9 5，236.6 
1942 3 321.5 5，58.1 
1943 4 743.1 6，301.2 
1944 2 53.0 6，354.2 
1945 。 。 6，354.2 







面積は、全流域の 48%にあたる 1万3，237km2 (低平地 8万 5，588km2、沼沢地 5，816km2、砂漠

















集水面積は約 5万 5，500km2で、全流域の約4分の lにあたる。ダム地点の最大洪水ピーク洪水


























計画水田造成区域は、氾濫区域内の未耕地を主に、既耕地を従と して、開田面積は 28万 5，000ha
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柳河治水砂防事業
柳河で治水砂防事業が38年度に着工された。上流区砂防工事としては、 4ヶ所の砂防ダム工事と
地隙防止工事、延長 37km.面積 455haの飛砂防止植林工事が開始されて 41年に竣工した。中流区




東遼河は、流域面積 1万 318km2、そのうち平地部は 7割である。改修計画は、集水面積 3，800
km
2地点に滴打噴子フィルダム(ダム高 26.8m、堤頂長 560m、全貯水容量 9.4億 m3) を築造し、
その下流部は 50年に l回位の洪水を対象に築堤を行うもので、水害の防止とともに湿地の干拓を
図った。またこのダムは、水田濯瓶、航運、工業用水・上水の確保等の利水も目的とされた。
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れていた。流域をみると、周辺は山地で固まれ、中央に北満大平原が広がっていて、その面積 52
万3，000km2のうち 63%が山地部、残りが平地部であるが、沼沢地が4万km2あった。平地部での




















































本のほぼ3分の lに過ぎないが、その 70%が夏の7.8月に集中している。月降雨量は最大 100阻以
上に達する。
このような気候と地理状況のため、本流域の年間流量変化は極めて大きい。増水期は年間流量の
60%以上を占めている 。 年間の洪水回数は平均約 2~6 回で、毎回 9~11 日続き、偶には 20 日にも
達する。増水期の最大流量は、毎秒 17.500ぱに達するのに対し、最小流量は氷期で毎秒 12rlに過
ぎない。この状況が豊満ダムの必要性を物語っている。
豊満ダムは、 高さが91m、堤頂長1.110m、堤体積210万ぱのコンクリ ート重力式ダムである (写
真 1)ヘ 当時の日本国内の大規模ダムは、塚原ダム(宮崎県)が高さ 80m、コンクリ ート体積36
万ぱ、小牧ダム(富山県)が高さ 79m、コンクリート体積30万ぱで、その規模の大きさが理解で










地である 7万2千haの開墾を行うもので、農業移民 l万戸が期待されていた!ヘ さらに観光客の
誘致を目的と していたことは興味深い。ともあれ、東洋における最初で、そしてかなりの期間、最
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大の多目的ダムであった。
発電計画をみると、平均有効落差 67m、平均使用水量毎秒 525rl、年開発生電力量 30億 kw時
で、発電機は 7万kw能力を持つ 10台の設置を予定し、第一期 8基、第二期に 2基を増設する計




























運搬の機械化施工はまだ不充分で、主として人力によって進められた。 コンクリ トー は硬練りコ
ンクリ ー トが使用されたが、セメント・骨材などの運搬また練混ぜ等のコンクリー ト生成は機械に
よって行われ、その設備は世界ーを誇ると彊われた。





工事の進歩状況について簡単に整理すると、表 12のようになる。発電は 1943年 3月に試運転に
より開始し、 5月に新京、 9月にハルピンに送電した。そして翌年 8月には撫順までの送電隷が完
成した。

























1943年 5月8日 発電機 l台目の完成より盛大なる発電式を行う。 9月2台目完成
1944年 さらに発電機の取付を行う (6月3台目完成、 8月4台目完成)
1945年 8月 15日 全工事を中止
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表 13 豊満ダムの年ごとのコンクリート打設量
年 千 m3 % 
1938 (昭和 13) 32 2 
1939 (。 14) 124 6 
1940 (。 239 1 
1941 (。 16) 314 15 
1942 (ク 526 25 
1943 (。 327 16 
1944 (。 195 9 
1945 ( 11 20) 65 3 
実績合計 1，822 87 
残工事量 278 13 










日 系 3.80 l.50 45 
朝鮮系 2.80 l.20 282 




日 月マフミ 5.00 (鍛治) 2.00 (電工) 40 
朝鮮系 5.70 (機械) l.40 (鍛治) 347 
中国系 2.10 (電工) l.10 (大工) 1，712 
計 2，099 
(出典 。内田弘四編『豊満ダム』前出)
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労務災害
『豊満ダム』によると、全工期における死亡者は l千余人であり、このうち 94%が病死者であっ
た。 全工期の稼動可能月数を 50~60 月とすると、月平均 17~20 人の死亡者となる 。 人力作業の最
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であった。水田 5万 haには、第二松花江から揚程 5.5mのポンプ48台を 3つの機場に分けて毎秒
180m3導水する計画であった。
豊満ダムからの発電放水量は毎秒約 450m3なので、水量的には何等心配はない お)。電力は豊満発

















また発電計画について、『豊満ダム』では総出力 70万kwで7万 kwの発電機を第一期に 8基、第
二期に 2基増設の予定とされ、第一期に 8基の発電機は発注されて現地に運び込まれ、うち 4基が
敗戦までに据付けられ運転されたと記述されている。ところが、現在の中国の資料によると、 8基































れたO 当初の事業費総括は表 15に示すとおりである。 8ヶ年計画であったが、築港・鉄道は満鉄事
業と して、都市計画・水道事業は国債で、船路整備は国費で負担し旧満州国で事業を行う計画であ
る。
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(出典 『満州国史各論』前出)



















鉄 埠 航 水 事都 局
道 頭 路 道 業 E王建 建 建 事
設 設 設 業 建
計 計 費 費 計 費 費 費設 費
士二 王E
7L ノー、 寸二 t: 四一、 互王 王E 。'ヒ 互王 」ノ、ー 。 ヨ王。。。 。。四 ノム、。 。 。 。。。。。。。。 。 。。。。。。。。 。 。
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四 ノ、、 豆王 ノーに ヒー 。 ノー、



































































る。区域面積約 70凶 2、このうち造林予定面積 60凶 2、天然林面積約 3.5km2であった。
浄月j車造林場は 1938年には実験林とされ、さらに造林は進められていった。今日では、国家重
点風景名勝地に指定されている(写真 2)。






















































































1) r図説満州帝国.1 pp . 88~89、太平洋戦争研究会、河出書房新社、 1996
2) r昭和十年五月立案調査類第一編第一巻 満州経済統制方策.1 pp . 3~12、南満州鉄道経済調査会、なおこの
資料では 3月l日に発表された声明書を「満州国経済建設要項」としているが、ここでは研究者の聞で一般
的に使われている「満州国経済建設綱要」とした。
3) r満州国史各論.1 (財団法人満蒙同胞援護会編、 1971) による。なお西津泰彦は、 1933年6月 14日に
第 l回国道会議が開催され国道第一次建設実施計画が決定されたが、 1933、34年の建造予定国道総延長は
7，550.77krnで、 34，OOOkrnを建造しようとする 5ヶ年計画に比べ大幅に縮小されたとしている。(西i畢泰彦「満
州国の建設事業」 山本有造編 『満州国の研究.1 pp.399~40 1、緑蔭書房、 1945)
4) r満州国史各論.1P.946、財団法人満蒙同胞援護会編、満州国史編纂刊行会、 1971







































29)本間徳雄「松花江水力発電計画に就てJr満州、|技術第 15巻、第 116号』満州技術協会、 1938
30)南龍瑞r満州国」における豊満水力発電所の建設と戦後の再建J、前出
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33) r満州国史各論jP.l，080、前出、によるが、「表6 満州産業開発五年計画鉱工業部門 計画並実績Jによる




36) r <日中共同研究>I満州国」は何だ、ったのかjP.279、植民地文化学会・中国東北論陥 14年史総編集室、
小学館、 2008
37)後日、関東大震後の帝都復興事業として、隅田川沿いに延長約1.l00mの並木道路が築られたことを知った。
ここには幅 6聞の車道、 l幅2間半の2本の歩道、河岸沿いに幅2聞の遊歩道が造られた。
38) r <日中共同研究>I満州国」は何だ‘ったのかjP.284、前出
39)原口忠次郎「一土木技師としての雑感Jrああ満州jpp.204-206、前出
40) r本間徳雄を偲んでjP.152、本間三保子、 1977
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